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必要面積分析

使い方の検証

モデルプランの作成

実施計画段階へ

各施設の必要面積を検討し、適切な面積配分が行えるように分析を行う。

オフィスの使い方を考え、必要となる建築要件の抽出を行う。

各施設の必要面積と使い方より、モデルプランを作成する。

コスト検証

ビル選択

ビル条件の策定

モデルプランを基に、必要コストを検証する。
（イニシャル／ランニング等）

総合的な判断により、自社ビル化テナントビルかを決定する。

自社ビルの場合は、ビル全体の機能を策定。
テナントビルの場合は、その候補地を探す。

基本設計段階での主たる目的は、オフィスモデルを作成し、自社ビル化テナントビルかを決定することにあります。

基本設計段階での作業プロセス




